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研究成果の概要（和文）：中世東アジアの漆に関する物質文化交流解明を目的とする本研究では、大陸伝来漆器と列島
内中世漆器等の下地調整技法に着目した塗膜断面構造解析を実施した。
その結果、伝来漆器では下地調整に際し砂と結合剤（膠、漆）を選択的に用いていた。同様の下地調整技法で製作され
た漆器は列島内の中世城館跡からも検出され、同時に火山灰や炭粉を用いた漆器も確認された。これらの下地結合剤及
び混和材の調査結果から、中世漆器を大陸産と列島内産とに分類できる可能性が高いことが示され、又、下地断面鉱物
混和材と現在使用の地粉粒度比較を通して、江戸時代に現代とほぼ同じ粒度の整った地粉が開発され、今に至る漆工技
術が確立されたことを確認した。

研究成果の概要（英文）：Cross-sectional structural analysis of coating-film was carried out on ground coat
ing adjustment techniques for lacquerware imported from the Asian continent and produced in the Japan. The
 analytical results revealed that sand and a binding agent (glue/lacquer) were used in the ground coating 
adjustment of imported lacquerware. Lacquerware made with similar techniques had been excavated from ruins
 in Japan, where lacquerware coated with volcanic ash or charcoal powder was also discovered. Investigatio
n of binding agents and additives indicated a high probability that medieval lacquerware can be classified
 into continent- and archipelago-produced items. Based on particle-size comparison of mineral compounds us
ed as ground coating admixture and mineral compounds used today, we hypothesize that mineral compounds wit
hgrain size similar to modern products was developed during the Edo period. This suggests the basic techni
ques of producing lacquerware used today were established in then.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)文化財学的見地による漆工品塗膜下地研
究は、従来取り組み例が少なかった。出土漆
器については、主に上塗り塗膜を対象として
なされ、色材料、産地推定および劣化機構解
明等が中心になって展開されてきた。漆塗装
建築物は、日光本地堂や中尊寺金色堂復元工
事の際に塗膜断面観察や目視観察を中心に
行われたが、鉱物混和材の解析までは至って
いない（『漆塗建造物の皮膜構成に関する研
究』1966、『国宝中尊寺金色堂保存処理工事
報告書』1968）。美術工芸品では、古代漆器
塗膜下地を目視観察により調査した「古代漆
下地の研究」が唯一のものである（中里・
1990）。また、考古学分野の国内出土漆器分
類では、中世の舶載と国産資料の区別がなさ
れていない。様式的見地から主に考察する美
術史学においても、中世に舶載され唐物とし
て珍重された大陸製漆器の国内外での研究
は 1980 年代頃から盛んになってきたが、製
作年代では様々な見解が錯綜し、製作技術に
関する記述も曖昧である。 
(2)中世は東アジアの海を介した交易が発展
し、今までにない勢いで製品流入や技術交流
も盛んに行われた。その結果、社会需要に応
じた新しい技術が開発され、近世に至る転換
期として漆工史上でも重要な時期とされて
いる。中世漆器資料の製作技術を解明し、と
りわけ舶載と国産品を明らかにすることよ
り、国内漆器製作の変遷過程が明確になる。
また、その結果より、大陸からの技術受容の
特徴が鮮明になり、日本の漆文化の理解に重
要な情報をもたらすと考える。そのためには、
これまでの考古学及び美術史学的成果に加
え、文化財学的研究に裏付けられた実証的な
研究が急務である。 
申請者は、縄文～江戸時代に比定される約
60遺跡、1500点余の塗膜断面構造解析から、
製作時期により下地材や施工方法に差異が
あることを明らかにした（「海外から新技術
を受入れる基盤となった塗装技術の実証的
研究」2004 他）。また、この間、断面観察し
た中世漆器資料（佐助ヶ谷遺跡出土漆器他）
には、古代には見られない様々な下地混和材
や膠着剤の使用がみられ、近世漆工技術確立
への過渡期的様相も確認された。さらに、岩
石・鉱物学的研究手法を導入し、近世漆器の
中に下地混和材として火山灰の使用例を初
めて明らかにし、漆器製作技術の解明には、
下地調整技法の研究が不可欠であることを
指摘した（文化財保存修復学会誌49号、2005）。 
中世遺跡の一乗谷朝倉氏遺跡出土漆器調査
を通し、当該品には複数の下地調整技術が見
られることを報告した(東アジア文化遺産シ
ンポジウム 2007)。このような研究実績をベ
ースとし、中尊寺金色堂内陣塗膜及び柳之御
所遺跡出土漆器の調査を行った。その結果、
金色堂裏山に分布する凝灰岩の鉱物組成、と
りわけ火山ガラスの化学組成が柳之御所遺
跡出土漆器盤及び金色堂漆塗膜下地と一致

することを確認し、大陸で流行の輪花盤が既
に現地生産されていたことを明らかにした
（Studies in Conservation2009）。国内外で
岩石鉱物学的見地を加味した中世漆器下地
に関する文化財学的研究は、申請者らの投稿
論文（文化財保存修復学会誌 49 号 2005、
Studies in Conservation vol.54 2009）が
唯一のものである。また、大陸交易が実証さ
れている博多遺跡群資料、及び伝世品の屈輪
文椀を調査し、下地混和材として使用された
花崗岩屑砕物の中に、大陸特有の希土類元素
鉱物を確認した（東アジア文化遺産シンポジ
ウム 2009；文化財科学会大会 2010）。     
 
２．研究の目的 
本研究は、漆工品製作技術の中で、品質を
左右する重要な役割を果たしながら未解明
な点が多い下地調整技法を基軸に漆工技術
の変遷を辿り、漆文化解明への一助とするこ
とを目的とする。本期間内では、漆工技術の
転換期で、とりわけ未解明な点が多々ある中
世の国産及び舶載漆器の下地調整技法につ
いて、文化財科学に岩石・鉱物学的研究手法
を積極的に加味し、現代漆工の知見や手板実
験等の実証的研究を導入して下地調整技法
の復元を図り、その分類解明に努める。一連
の研究成果を基に、漆工品編年構築のための
文化財学的研究手法の構築に努める。 
 
３．研究の方法 
(1)岩石鉱物学的見地を加味した文化財科学
的調査：現在まで調査した中世漆器資料から
製作技術の基準資料となり得るものを選別
し、火山灰と希土類に着目した鉱物下地組成
解析を実施する。また、漆や膠等の膠着剤の
有無についても、適宜調査解析を行う。 
(2)下地塗膜断面の粒度分布調査：鉱物混和
下地の物性特性は構成鉱物種に加え、構成鉱
物の粒度と分布に負うところが大きい。デジ
タルマイクロスコープを用い、これまで調査
した中世漆器塗膜断面資料から基準資料を
選別し、中世漆器下地混和鉱物の粒度及びそ
の分布特性を明らかにする。                                         
(3)大陸製漆器検分調査：下地が呈する色や
性状は使用された素材が反映され、目視観察
は素材分類の有効な手段の一つである。国内
で評価の定まった大陸製資料を有する蟹仙
洞美術館および国外のメトロポリタン美術
館所蔵漆器を対象に、下地の性状を中心とし
た検分調査を行う。これらの成果は、現在ま
での下地分析結果と共に、(5)の手板作製実
験の基礎資料とする。                                              
(4)放射性炭素年代測定より時代特定の精度
を高める:必要に応じて放射性炭素年代測定
を実施し、考古学や美術史の相対年代と理化
学的年代を対比して、中世漆器編年構築の精
度を高める。                                        
(5)漆器下地の手板作製実験:文献資料、現代
漆工技術およびこれまでの調査結果を基に、
手板作製実験を行い、舶載資料分類に反映さ



せる。中世の下地調整技法を推定する上で基
準となるものを選別し、一覧表を作成する。
作成した一覧表を参考に、大陸製漆器下地に
留意しながら、塗膜断面構造および下地鉱物
組成解析結果を検討し、文献資料も考慮し、
手板作製を実施する。                                                                                                                                   
(6)漆器下地調整技法調査法のまとめと文化
財学構築(1)～(5)の結果を総合的に検討し、
下地調整技法を基軸とした中世漆器の編年
構築を行い、本調査における文化財学的調査
方法の内容について評価を加える。 
 
４．研究成果 
(1)列島内の中世遺跡出土漆器基準資料とし
て、本研究では、鎌倉市若宮大路遺跡他（13
～14Ｃ）、一乗谷朝倉氏遺跡、京都市山科本
願寺跡遺跡（16Ｃ）から検出された漆器や断
片資料、および東日本大震災で被災したため
修復が必要となった中世大陸で製作された
と推定される堆朱食籠 2点を対象とした。 
若宮大路遺跡出土漆器塗膜では、植物起源
のケイ酸塩に富んだ下地であることが判明
し、原材料採取地特定への重要な示唆が得ら
れた。山科本願寺跡出土炭化漆器断片では、
下地構成鉱物上から 3つに細分され、花崗岩
砕屑物を含む砂、花崗岩砕屑物と火山灰また
は火山岩片、および火成岩起源の砂状物質を
混和したとされ、構成鉱物が近似する試料で
は同一器物あるいは同一地域で製作され、遺
跡内にもたらされた可能性が高いことを示
唆した。また、観察部位が異なるため塗膜断
面構造結果からは関係を指摘することが困
難であった資料が、構成鉱物に基づく分類結
果から同一器物あるいは同一地域で製作さ
れた可能性を指摘し、炭化して情報が限定さ
れた漆器資料の製作技法研究でも本件の分
析手法が有効であること示した。 
大陸で製作されたと推定される宋代の食
籠から採取した下地材 3 試料の EPMA 分析と
偏光顕微鏡観察で、それぞれ異なる岩源が示
され、修復の可能性が示唆された。製作当初
の下地混和材は、花崗岩起源の砂が用いられ
た可能性が高い。宋の値が得られた食籠は、
薄い板材を用いた挽曲げ造りと巻胎技法で
木地を製作した後、布着せを全体に施し、刻
苧漆と鉱物混和漆で下地調整し、最後に堆朱
で表面を飾るという技法で製作されている。
もう一方の食籠もこれと同様な製作技法で
あった。この結果は、中国の中世漆工技法書
「髹飾録」の記述と整合する。また、下地調
整混和材として微量のモナザイトを含む花
崗岩砕屑物が使用されていたが、一乗谷朝倉
氏遺跡にこの下地構造と混和鉱物組成がほ
ぼ同じ構造をとった漆器が確認されている。
これより、中世に大陸から日本に漆器または
漆器製作技術がもたらされていた可能性が
高いことを示している。2 点の鉱物混和下地
の結合剤を顕微 FTIR 分析で実施した結果、
宋代の下地では漆と膠が、明代では膠が検出
された。 

(2)現在まで分析した中世漆器塗膜資料の中
から列島内 3資料（柳之御所遺跡出土盤、若
宮大路遺跡出土皿、一乗谷朝倉氏遺跡出土
椀）および大陸製作の食籠 2点（宋および明
代作製）の塗膜断面鉱物下地混和材の粒度分
布調査を実施した。比較資料として現在市販
の二辺地地粉、三辺地地粉、山科地粉、中国
地粉荒目、中国地粉細目、山科砥粉をレーザ
ー回折・散乱法により粒度分布調査を実施し、
中世漆器に使用されている地粉と比較検討
した。ここで、塗膜資料は、断面を倍率 200
～400 倍で撮影し、鉱物粒子の長径をもとに
10μ㎜毎に分類し、全個数を分母として粒径
ごとの個数を按分し率を求めた。 
この結果、中世漆塗膜に用いられた地粉は、
すべての資料で 20μ㎜周辺の頻度が一番高
く、この粒度まで 65～85％を占め、また粒最
大径は 70～120μ㎜だった。この値は比較資
料とした地粉資料粒度分布とほぼ一致する
値であるが、現在使用されている地粉は 10
μ㎜と 50～100μ㎜付近に二山型のピークを
示し、中世から現代までの間で作業性等を考
慮して工夫した結果と推定された。ここで、
山科砥粉は 10μ㎜にピークがある一山型で、
最大径は 60μ㎜で中世資料には見いだせな
い細かな加工がなされ、より平滑な塗りと加
飾の技を生み出す素地になったと推察され
た。 
 また、中尊寺柱塗膜と柳之御所出土盤の粒
度分布と同寺の凝灰岩を砕き水簸して作製
した中尊寺地粉、および低地の池の傍の切通
から採取した細砂の粒度分布を比較した。そ
の結果、柱塗膜と盤の鉱物下地粒度は 20～30
μ㎜周辺に同じくピークが認められるが、柱
は最大径が 210μ㎜、盤は 120μ㎜となり、
柱の方がより粗い粒度の地粉が混和されて
いた。この値は同寺境内から採取した 2つの
比較資料にほぼ一致するものだった。使用目
的に応じで地粉採取の場所を選択し、効率よ
く地粉を作製していたことが示唆された。 
(3)大陸製漆器検分調査では、メトロポリタ
ン美術館、および宋・明時代から現代まで漆
器生産地として著名な揚州の漆器工場の調
査を行った。 
メトロポリタン美術館では、中国の漢～明
時代の漆器合計 20 点の漆工品の目視観察に
よる調査を行った。いずれの資料も近世に補
修が施され、当初の下地調整技術と推定され
る観察部位を得られることができなかった。
しかし、宋から明にかけての系統的な彫漆技
法の変遷が観察できた。中国の揚州では、国
営 1個所、私営 3か所の工場を見学。いずれ
の工場も、合成樹脂を使用し、彫漆、螺鈿、
漆絵など様々な加飾技法で、大型の衝立から
器や箱等の様々な漆工品を大量生産してい
た。国営は広大な敷地に研究所も備え、仕事
内容や作製品に応じ独立した建物で、国内外
の要人の見学場所ともなっていた。一方、私
営は繊維工場の跡地を利用するなど、劣悪な
環境の中で作業が行われていた。下地材はす



べて合成樹脂のパテ材を使用し、見学した 4
か所では、中世の鉱物下地の使用は認められ
なかった。 
(4)放射性炭素年代測定は大陸製漆器で明代
製作とされる2点の彫漆器食籠を対象として
実施した。その結果、1点は明末から清時代、
もう１点は宋時代の値が得られ、様式研究か
ら得られていた今までの見解に一石を投じ
る結果となった。本研究における年代測定が
彫漆器では初めての分析例となり、関連国際
学会で随時発表している。 
(5)漆器下地の手板作製実験は、(2)の粒度分
布調査で使用した日本および中国で現在市
販の地粉と砥粉に加え、韓国の砥粉 2種、お
よび塗膜断面調査で得られた黒色顔料で下
地的な使用も認められる炭粉、アイボリーブ
ラック、油煙、松煙を、それぞれ日本産素黒
目漆で練り塗膜を作製し、プレパラートとし
た。その結果、地粉下地手板作成の際に、中
尊寺地粉より市販の地粉がより滑らかに刷
毛さばきができた。(2)で得られた粒度分布
の二山型の形状との関連が伺われた。炭粉の
断面は確認可能だが、その他の黒色顔料の識
別は本実験では不可能だった。地粉下地の上
に黒色層がのる塗膜は、飛鳥時代の器物から
認められるが、本件で扱った宋、明製作の食
籠では認められなかった。この塗膜層の技術
的系譜に関しては、今後さらに資料数を増や
して検討していきたい。 
(6)本研究では、中世大陸で製作された高級
漆器とされる彫漆器に、膠を結合剤として下
地が調整されていたことを明らかにした。国
内流通用ではなく輸出用として限定して製
作された膠下地漆器なのか、中国国内の関連
研究の進展も含めて検討すべき今後の課題
となった。 
列島では、大量生産に伴い柿渋を結合剤に
炭粉下地が多用されたが、中世の膠の使用例
は現在まで管見では認められない。膠下地と
柿渋下地の手板作製実験において、柿渋下地
より膠下地の方が、より被覆力のある下地作
製が可能だった。列島で得られる平滑な素地
と湿潤な気候が柿渋を選択させたのか、今後
類例を増やして検討していきたい。 
大陸製漆器は石英、斜長石を主体とする砂、
または花崗岩砕屑物を主体とする砂状物質、
およびスサを混和した膠で下地調整されて
いて、硬化を早めるため、しばしば粉状の方
解石の使用も確認された。下地には局所的に
微細な希土類鉱物もみられた。同様の下地調
整を施された漆器は列島内の一乗谷朝倉氏
遺跡城館跡からも検出された。列島内の中世
遺構からは他に、火山灰を主体とする砂状物
質、少量の火山灰を含む花崗岩砕屑物を混和
した漆で下地調整された漆器、炭粉下地で製
作された漆器が検出された。これらの事実は、
下地樹脂および混和材を調査することによ
って、中世漆器を大陸産と列島内産とに分類
できる可能性が高いことを示している。大陸
から製品と共にもたらされた漆器製作技術

が列島内に浸透し、普及したものと考えられ
る。今後、類似調査を重ねる必要がある。 
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